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　はじめに 
　本稿は2013年6月7日から28日まで、HGB Gallery（ライプツィ
ヒ、ドイツ）にて開催された国際交流展"THE CITY AS A 
DIMENSION"（都市：新たな様相）の報告である。本企画は、ライ
プツィヒ視覚芸術アカデミー（Hochscchule fur Grafik und 
Buchkunst Leipzig）と本学映像メディア学科との交流をもとに、
2011年に愛知県美術館にて実施した国際交流プレ企画『都市の
まなざし - 可視と不可視のあいだ / "Cityscapes - In between 






1.1  ライプツィヒ視覚芸術アカデミー / Hochscchule   
　　fur Graﬁk und Buchkunst Leipzigについて
　交流校であるライプツィヒ視覚芸術アカデミー / Hochscchule 
fur Grafik und Buchkunst Leipzig（以後HGB）は、ドイツを代表す
る美術大学の一つであり、約600名の学生がグラフィックデザイ
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　The City: Creating a Dimension（都市：創造的様相）
　Located between the actual space of the global city and the 
imagery of the artists/photographers, a dimensional space opens 
up: a previously unidentified exchange promotes a clash of 
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　おわりに
　前述したように、ドイツと日本における写真・映像の高等教育の
あり方は異なる。しかし、今回の交流を経て、教育方法や環境の
差異があるからこそ、双方の学生にとって刺激となり、個々の作
品が持つ新たな可能性を見いだす場となることを実感した。実
際、本学科より参加した学生は、ドイツ人学生の作品に対する考
え方―例えば、政治的な主題について―に驚き、自身の制作意
図や動機を見つめ直す契機となったようであった。
　帰国前にBrohm教授、Heidi教授、Anna助手とのミーティングを
行い、今後も国際交流プロジェクトを継続していくことを合意し
た。予算的な兼ね合いより、複数年の間隔をあけて実施すること
を前提としつつも、定期的な交流を持ち、双方の学生たちに異
文化に触れるきっかけを設定することの意義や方法について話
し合った。
　帰国後、Heidi教授より各方面から今回の交流展の評判がとて
も良いとの嬉しい知らせが届いた。交流展の継続が日本とドイツ
を繋ぐ一助となり、双方の学生達にとって知見を深める機会とな
ることを願い、本交流展の報告とする。
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